
萩 ダ イ ナ マ イ ト の 試 製 研 究

(昭和 18年 LLJ1277]免租)

甘 月 商 幼 不 法+

骨 Jl富 川 英 市●★
l 夢r究経過の紙要

昭和 18年 1月 15 Rに開併せられたる 日本火集耗伽株式食敢生鮮の順 都合の小合せに

上り〆-)七1)ン生産生米少の租合に封虎すべき低 r/(;岩石Inダイナ1･イトaPち裁 ダイナJ,Tイ

トの訳娘研究をf=Tふ卒 となlJ円本火典,Fl本望乗大雅.Fl*油紳三和yt各々砺Elの研究をrM始

り Cの綜柴を相互に拍討 LJLつ研究成鼎の適切弘姓を計ると目的として呼称lSjf-2)jl'lLl
IllE)侍Lm屯町 円本大熊l拙 作乗所に放て煉頻部研究甘謎を開きた り

共の粘果qf御 t料として戚ダイナマイt(イ)fL'/Gユ5ナフタリン人)耗ダイナマイト(.,)

(.V/G15.I).lW 入)萩ダイナマイ ト(-)(ド/(;'10,ナフタt)ン人)のつ櫨 を駅鎖 LaCの竹能

をl沈壌LILつ瑚Irlに於て朝敵銑桧を行1林 となれ り 拭いて 2月 18 m米丸lこ放て槻かれた

るqLJJ統制令村 越の矧 Jl搬術老骨詔に放て饗敵組 を行jiべき均lFrとして央州紫4･即軌 JJ.JrJJJ

ホ僻見JtS稚EEl,水田僻J亀｣.･7制嬢lrJの三つが選ばれ例せ て唖破き噛 法の1;7･を決定せ り

_t=把三舛山に於ける世故村境のrn典は特殊陳件 もあ r)塩時 nの小叔眺駿にてnJ附 し料ざるも

児lこllJ特殊の仰新 を除き'Cは少 くとも排ひ哉故に旺充分紋用可能なる可ほ 示 した 以下肘をin

ふて.訳札 釈嵐 性能 粕 懇切釈操の桔異を摘記せん
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火 兼 B 甘 古 井5番 irslI

2 耳狭作桑折に於ける各社の前史括異の甜

イ 終itの新食品Lt･J真横CEAたりしもののみを掬妃すれば衣1の如し･

E) 甘地三根 に附すべき血虎の拍対
日 /ゞG,合i ユ05b/の ものは殉爆産及び僻 3蛮度小たる蜘 )せT
l)) y/Gr]5% A 20%'の船 に曳き甜 す･

u) Dh-_Tl'は _TI/G ユ5%'牡迄托英の操遠を或る鑑定増す作用ありとp詔tめらる

h)洪兼遭痔tVとしてナフタl)ンを任用すL',ぱ順 の比蕊を稔大し終･

､) XZ扮rt終発性kを牧瀬取外とする事

ハ 減 訳料の払戊の榊 決&'

ヰ我Y.(但73) 7IIG Ja発 帝較T/モン ナ?gy'/ *扮 (丑*抄1 DNNT

JiTlナマイト(イ) 16_0 0.6 78-4 10 まO

FE/イナー′イI(t･) 1丘0 0･6 7L9 40 5･E'

Tt′イナYイt(-) 知.0 OB 7317 85 - 20

3,拭 穀 手 放

イ nYユ回扶袈甘絵

やiF名 (中馬) 7L/G 榊 iT安 ナ7797

Jモrイケヤイト(イ) la0 00 7&4 40

JXrイ-PTイト(ノ･) 弧0 0B 73･7 3-5
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t食のJf,奈.Na'者柑 こ粘閉ま大4T_してgt羨作委不能たり･

口 前2回淵 t接

茄 1同の甘塩椅鼎に鑑みナフタV./を洩 じ木秒を増し茄 2回のh モ̂掩行ナ

牛qれ (p常) yr3 細熊 軒空 木扮 ナ7タウン [)NhT 洪Jl年Jq 比I

諌Tイf†イト(イ) 150 0J8 77.4 40 3.0 l&2,】3 7Jた

ArイナYイI(t7) lL;0 0J1 749 40 - 55 1まElB loo

両′イナマイト(ノ･)COO OJ1 722 5O eO 18･2 1･1 109

書抜の巧烈 =舛非に喝果作丹比枚的私益なり

4 萩ダイナマイ ト性tE拭技

3 ロの第 2r田淵 甘栓の銘;恥rc上り紬 に附すべき秩{イナマイトの瓜成ri茄 1'伺Ilの扱

戊を将 11する事 とL井に奴を比丸 軸性見 紛埼銭Ik位.鉛桂ぷ放仇,誰屯破瓜 耐!相身附

け2oq.弾道挺了在職等を加東す.比按柵 とLてよ 2小に抱けたる敬 ダイナマイ ト15S,

ごOS及び訴ダイナTイTLを採用せ り

ィ .'t杜色fEm の芯兵 (衣 'Z参照)

E) 姥懲辿庶就役

耗ダイナマイトを苛矧 こ使用する陳 娃葉色として額ダイナマイトと使用する林の欄 か否

か を決t点し併せてヂL トロナフタyソの艇 に及ぼす彰書と確かめんとす

l) 就役方法 F-トサナyl法に放り沌愛す 出埠 -6改訂tF



tMP,.部lI l扶ダイナマイIの輔 RgE

衣 2
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tt 巧 名 房

.Arイナマイト(イ)

茶fイ/YイI(p)

茶〆イナ▼イI(ノ､1 20

二見′イナーイト155 】6

PETイナJTイト知5.20

8frイナマイt 恥

111 純県の梢!さ

J( tl r.
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出寸動よJ) 出せSu ウ Z14JAよ り

qT 芳 3品還41 芳謁 芸ol貰A'㌫違例
"ノ叱C m/dCC .ZZ)/CeC

l1 140Or 4300I
8TTイケ▼イト.把EnEnlOJg1本rL.て毎4 4叫■ 4SOOr

Arイターイト(q) JI 内 1700Y 欄 0'

StTイナヤイr3ezz)m 1215g1本にて迄iI IT(氾′ 41叫 ′

r 4串 ′ 4700

課ダイナマイt(ハ) 卒 中 4700′

BITイナーイト32mtnJ2.5g1本krZiiZI 4700/ 44q)I

r 4司こ ′ 山00
8IrイナIVイI T D1 6200r 6(00r

Ill) 書抜 の巧炎

11 他 姓 蟹pi成ダイナマイト(イ)(tL)(-)共に同等にして5kg渚屯不建水 L9-20eI"

を'Tlす

空) 各韓性能は三才共に大盤無けれども大祐 (/､)(p)(イ)の肺 とたる

即 桐ダイナIJTイトにて起i基するも僻 迎庇に影響無 し

4)扶〆イナITイ ト (T')の僻 地腔は藤井也多 くヂニト｡ナフタ1)ンの有軟なるを或る柵

ltl;I

5 生野i*山に於ける費破拭鼓

イ 試合決戦柏 (叫IlJ技棚 .こて決貞)

I7VLIL旬屯試合 (軸.EHL銃殺)

佃BtrE垂在･こ托=･60cm の礼をq･ち榊 LgE藍を汚 して守鼓し,孔bl,浦斗孔経等を計測

しi&力を姶す

I))坑道朝廷洗Ea 書取に相正雪鼓を行ひ解 し荘rL封する勾進や灸び岩石 1m一昔りiE繋肘

*土と以て捷力と蛤し且つ我〆トナマイ71の有放任用法を研究す

.切317ヶ所を超Tj心枚,弗共rE桐の埠含,.亡棚 にて弗を叔 (イ)で行ふ=替合,同 じく代

(t･)で行ふ場合,tqじく叔 (ノ､)で行ふ坊 合.心技.弟共に秩 (イ)のg%.同 じく濃 くtリ



16 火 難 臨 骨 ft 外6懲解J.戟
の場合,伺じく狭 くノ､)の場合に就き各 1桓放散敬を行ふ

I) 生野韓LIJの敬破法進印

加1f lSlnX20rll加†晒 111361m=周遵L176JT)

孔7第 121tl(弟1迎良)

ハ 懲舶帆投の結果
I) 1Fll礼賛故鵬 (湖IJ札封駿)

甥山側の帯食に上り例規に群孔し試料 32Llll-1×

1125g3本を装填し粘土を 1本堺め珪飴は砂神砲

にて9!残し戦鎖せるに栄軒のrlの関係等にて釣る不

規則のfrL.兆を生 じ推論の封JMとTLり恭し
ll) 坑並我召地鉄験の鉛兆を崩めれば衣 3の如し,

呑モ邦雄包 1本は何れも 321日tlXl1-25g

fLl鈍は何れも粘土1本を先づ堺め環飴は砂神髄Ft

て口許も 蛸 妊-#ダイナマイトも桶とr石目二と考-

◎1

0 .｡ ◎6 G,ど q

Ol+ C)13

∴ ..L. .. l∴ _∴ __/ -'･
如 ､一周の鵬 のデ-クーeDみは て即 ,の削 J ◎fP;～･玖 9中神tp

を云々するは重 く無謀の都なる放以T述ぶる群は紅 Iil失 9本はD椎 孔

封的なるものにあらず叫大勢を触 lL絹べき材料の 脚 孔叔 20本 各班はSG火収揮
一機を従示するものに退きざるたり,

毅 3 生 野 錬 JJJ昏亡后 成 杭

4tr･IA(TT

- 皿qH L･L照 -礼流 孔艮 炎 熱 東 田貯 禦 雲欝F･磯呈盟守諜遠慧m 本 kg

∴ ∴ ∴ . ･ .∴ ` ･ ･ ･ 一一 一 ･ ･･

31 詰 芸 F.,上 芸 -eoeは 一等 ,:≡諾 :巨 913 a- Bb 乱視 q7休 ｡でx苦､是

五 番 硝 河上 -80-18邪 59一誓 器≡三言:5両 o cu og8 巴747 0830 帝 兼 相

汁; 1; ..･ ･ 二 ･ ･ ･- ･ ∴ ∴●

×195 (.7Xu)不良

忘 芸8.㌘ ≡ I- x;芸 1 1628鵬 等 芸≡慧 11･On Cu 1- 63 1 ｡1967 頼 (守) A

五 番 補 訂英 3101.e5 % Oi 心竣27=3038 (心故叫 ) 頼 栽 ク淵
9 批 切 替 軌面岩 x220 . 林 巾止 C11060 (p)

十 叩 企 盛 石如 1如 ･望.2416 ′誓 芸≡慧 10675 Cu 1- 鵬 0918 桐 (芸, A駅 北 梓 や虎 ×190

本鵬 に放ける顔 の丑堺丑の決定雌 ダイナIt･イトも桶ダイナITイトと重 く同じものであ

ると沌倣して即ち桐ダイナマイトを鼓!汚するつもりにて生野錦EJJの経†王権師が在兼の軽食とJg項

脳に上り鵡されたるものである牡.懲破皮節を比較するに雌 石 1m8常 りの煙弗宜に上るは



PK札 曽JJl.井′イナマイIの仰 * lT

安倉でた く,孔淀に1け る招連中と以てするが寧ろ安富rE近 さt,のと仔-TF(ZI由の井Jf柵 )

前垂Eに敬二岩石 lLul音 りのit兼J:を見LL.JZjRダイナでイtLの敬積成横柱詳しく点 くf7晦任用

に堪えざる如き摂あれども甘折Teる如 く Eml音 tlの蕪iの9･せは切羽の任件が去軌 こて扶ダ

イナでイTLの体力のみに好すべき性質の ものでIiい

怨進軍に上る雪eTt硬板と見るにiの煮蚊のみを以{すれrr扶ダイナマイトの 75-90㌔ の螺

JJを有するが如し しかし懲銭の抜粋は従木桶ダイナマイトを任用せると同様の常孔配牡にて

且つ抑 号の卑孔矧 こてJRiに鳩 も柄ダイナマイIのつ もりにて行はれ1(ろものたる故著しく

fFIダイナTイrr=有刊た り

此等の-ンヂ1キャ ブを乃-れIf成ダイナマイトの召鮫成杭は界部位Jnの尊台に放て桐ダ

イナ1･イトの gOqtに硫焚rc近し柑るものと†Jで

心城に桐ダイナマイトを侠JTlLたる場合は桐〆イナ1･イ ト牲味の場合と全 く何棟た r)Iiの

辛.-,'兆紘EIPち准雄の管日独 を非の士i師父せる犠合と経 も心扮 こ的を任叫弗に俄ダイナマイIを

収用すJLlr衣非iiWrI)のJ皮紐比類l⊂様相 l俳 ろ布 を示し ⊂).■1,ち

fEL,1ほ群yイナマイト√イ)(tl)(-)三井NIのft坊は射出の瀬低のみ上I)すれば lr7日 -)

(イ のtJになる知合も食用上に光を生 √ろ知 合tZ筋あ りとは ぎひJELJl 紳 こqダイナマイI

に二も心t2'=13淵 する事がある手酌を見る故.劫並耳上せもの妹JJ*な りと判定するには散 り

にも兵tt不】また h

6 足尾鵠 山に放 け る母音拭鼓

イ ふ唱【法牧塘

))牟礼教戒畑 行lま1

)i)gt破顔進続投 生野捕JIJと同 じく切ノi47ケ節

と選び汲韓の取合せ も糊 主に行}

L) 足略!｣EEJの半銭法毛申

加 lf 15Lmxl'12m 加背両班 3'_>OIu7
用達:庄 728Jrl

イLi7! (iu延 )125JET

穿孔呪社有断の如し

ハ 敬内払t槍の寿,I.鼎

0 0
I+ 0 1S

f3

09 0!o

Ol1 3 年 は0

3 ㊤ まあ ◎ 8

cm & ◎ あ 芭

ダlL警 警 捷岩誓 LiJ認 諾 芸芝望三笠 芸 ◎ヤ;- b oヤ.･卿

紘漁価就役をrTひて英煉策係叔 (桶ダイナでイt.を rl'失 23:はPIE孔

toとす)を決定せ られた り, 併 し丘17本 桝 は心火JtJf

ユ 苛延号破 ニLLl山西懲輯

斗 兼 名 1,t耳 iEだ 托牲 LLk 平11札it ま兎t Ji4tt l血■T4兼t

苧′イナ▼イ?(イ) 徒労 ･I 小 6 131.6cm 385g 4095m● 931g

芋1イナ▼イl(t7) Rr.1.7･ ･J 6 1札 5cLZ1 4050JE 1恥rql 9TJZ

古雅 柄ダイ.ナマイトの報命に比 し殆んどig色ZiL



8 火t■ 書 包 帯 bt 井11I
2) 坑並頼進雑 (甘i*)

+ tL R や■Jtl Btt 札A TLyT7t.I LitA ■JLt且 Irnlt■■t 也■

JErイナTイt(イ) 此 ･l･ 小 6 Z34J)cJIl 耶g J.21cm 1.669 7JOO

点′イナマイト(.71 抑 中 小 6 133.6cJZ) 40TKI8 1106m -qヱ57 131
本択抜に放て比 20% 寸土を生すと盈めらるるも有塩攻較良材たる故生井jEは戟 ダイナマイ

トの場合賠 干槍加すれば下rたる事rC放せる蛙任たり
1i)枕並潟jA拭虫‡占黒 衣 4に示す

札
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rl

t
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油

平
拘
孔
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26

A 4 j主権鞍山顎皮さt虫成税&

紙用4ポ 装 薬 生 月 如石lHll

71 才pgLX

J ft.llt

- ･0776 13780 09日 085 q74･完莞最戸芸i.Lt

芙 芝 や 笑 rm m 皿 (禁, (莞)- 64･1. - L望】ゴ L･･7zS80･"3

芙 慧 ･T日 中 m lBB l"7くだ) (管)eSSSl伽 7(朗 .qX,- 0793

文 芸 中 小 1日 2Q717.(今日 で)23a 3769 6075 LO75 竺Ju2 0･773蓋那 )本不A7t

芙 碧 中 大 1911･B- 05 81(禁,盈‥あ 13519 1･柵 も胡 0757宝㌘ 丑7" ･書

又雲 ,･ 中 17 ･･236 337 8I (思) 57% 晶 10767,348 2･679 0956諾 失JI77戦･n

文 芸 大 夫 .9 L空一,M 1 8I (守) 息 晶 ･0300 1152 1977 0B78毒㌔ 貯 J"

)方宗法た生野坪山とtLLIL:

二.足尾印山香的HJa縦糸のYlか

*続投結果を初発するに叔ダイナマイト比3梗共にLW て良好なる虚血 示 し祝ダイナマイ

トとTRぐ感あ り,此れより少 くともAiJi坪山の如きAL文比牧的軟さ竹山にありては萩 ダイナで

ナイトを有敦に使用 し1'1る払他紙 にありと官ふを糾べし 又如何なる切矧 こ於ても･じ･奴に瀬

を仕用すれば沸ひ性状 ダイナマイトにて天分克 りとyrじて盗文へたか らん

各切羽篠に岩E弗る放伐ダイナl･イ ト(イ)(｡)(ノ､)三栄のgF劣を11げ ろ術なし.

7 尾圭葦鎌 山 に於 け る守破群島

イ･覇飽妖段方法 *稚生野叫tLJの牧舎と何棟なるも典 るZkを記せば

目 早孔食鼓粕 *.押印IJHt放ては天井に穿孔 し且つ恥1.ユ本と('f用する砂9!寒のみなり

Lを鳥上帝に放ては佃繋 七̀や IZ:盛屯に穿孔 し鼓弗i を 32Lnm l126g3本,4本,5本の

3戊とL且つ填まIi砂推屯のみのせかと粘土堺残のみの棚倉と二つに放せ紬 せ り

tLII王砂年来の尿に一朝 に 1本佑土と坊める都 を行はす鼓動上り砂拝包のみにて切残す

･り 坑道詣進輔 gt雀他 市砂跡 払 粘土技量 くせhlせす

E) J8圭薄汚LLlに放けるg鼓榊
加背 7J5rn)く'3.0m 加廿両th30L'lt用途蛋 70m孔決 10m



ハ 敬破鵬 の紡糸
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20 火 事 払 甘 牡 解 5電 解 Ⅰ群

二 私共の海燕

棟 jEの決定はJiXダイナマイトも絹ダイナマイt･と
EJ]1咋であると云1.最長のTに行ひしもの11る汝･宅鑑

Ihlか土用涯をELて判定すべきものたり･

†如.-1de)戚紙を以て云毛 LJEさは群青を要せざる

JBなるも前炎の救伍の秘儀内rt可儒なる詮を名せば裁

ダイナマイト畢頑にて敬破す る軟 さ-大略桐ダイナマイ

トの報告の90% の村越軽を親子tの懲E接故を炎の 他約

軸 して も船探し杓る 又･L:.枚に忙榊を1J･用 し掛 こ萩ダ

イナー.･イトを使用す るな ら州他称は碓氷題目)離 山

09 0 ‡00
7

I 2･
◎ ◎

05

晶 0
3

､a
012 0 1IO

凍る ヽ
琳〆イナマイ= イ日 ｡)(,､-の厚桝 軽 々に杜 Ofp:Ju収 恥 〇年:碑ひ

怖 じ推し PS出札*L

t,.1は本淵 の中の卑孔旬frE缶協 にては砂杭港 と枯｣▲ 舶 机 ttl空耳 巷 那 鮎火耶

堺燕のtlaほ もL柑 て執駿せんとせ しものたるも耗RをSL引T.Fb'者のfE拓を示すに売らず

充分ERG;すれl踊 者何れを枚用するもや ))なしと考へるがlR常にあらずや 絹者のtZ拓は懲

銭!払鵜より刊ずるより巧lろ℡席のm為政伴鞄の藤官位並びにだれ性を似て制すべきにあらi'

や 粘土13は は 1本 1本押 し込む紋別等作菜に放ては兎角柵 され堺ちなI) 砂粒由には井

のgたし,此の封が蛙等泊焚圭に-ktJ･IZ:雌 するものと恩ふ

3,持 論

僅少Id穀の鵡 乍ら*也に放て各II山の専横法を井の臣rL筆史せ とも心故を鰍 こてrTひ哉

替eiをJj:ダイナマイトにて行,L如 くすれFr標徴 に影響無 く,飼ダイナマイトの-部を銭ダイ

ナマイ Lにてta壊し縛るものと救叔される 斯 くすれば耕ダイナでイt.となりたるが比に従殊

よりも媒染を与太に垂すると云ふ敷金がある 勿論水の油EtI識 し卓個析等と軸殊の例折には秩

ダイナマイトは摘要出奔ない

倣ダイナマイ トにてILa換し柑Ju丑岬 ガダイナマイトの約 1/=とガへるなら甘掛 ま終あであ

ら

祭 し必弊なら 的 付までは裁ダイナマイトでtE供出雅ぬ林 も無かろちと瓜ふ 裁ダイナー.･イ

ト (イ)(t7)(-)の三者の鎌劣は庇に穀rq迷べし如 く={(料不足にて断 じヰさも性盲E封殺,敬

故紙陰の払具か ら察するに栽ダイナマイト(-)丑 も凍れ (E]',之に次 ぎ (イ)滋 も劣るが如

き屯あり,然れども共の墓は綿めて孜々にして耳際の督戦作費に影すするものとは裾-られな

VI.
現況に於ける哉転作秦は裸ダイナi･イ ト三者の墓が共の旬破放校r:影響する理数抄には行は

Jt,てR唇ない 菅砥作男の成税を文民するものは使用機 にあら丁して替破蜘 即ち牛孔の配

talL榊 の摂待の巧拙であり,政に心根孔の選び方が故 もj;なる凶'(･を苓 して屠ると言ふ毛髄

を自分旺堅持するもので･あろ

此の見埠 上り秩ダイナマイ t.(イ (ET) -)の何れを選ぶべきかとまふ関越の解決に怒っ

ては甘耗成依比叡任せ1共の軸 の併原職 の可雛 を考膿すれLf先分と児ふ 軽)


